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地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています

　去る，11月20日㈪常陸牛振興協会川津修会長と
常陸牛関係者が大井川知事を表敬訪問し，常陸牛
振興協会の名誉会長就任を要請したところ，大井
川知事に快く引き受けていただきました。
　川津会長からは併せて常陸牛振興協会の取組状
況について報告しました。
　一つ目は，東京銀座高島屋のゴールド会員に向
けたギフトカタログへの掲載が決まったことや銀
座にある和食レストラン「六

むつ

雁
かり

」でも常陸牛をメニ
ュー化し好評であることなど，常陸牛の取扱いが
順調に拡大していることを報告。知事からは『私
もトップセールスなどPRに協力するので，生産
者の所得向上につながるよう更なるブランドアッ
プを目指しましょう』との力強いメッセージをい

ただきました。
　二つ目は，常陸牛の輸出について，ベトナム，
タイ，米国での輸出数量が拡大し，常陸牛海外販
売推奨店も16店舗と順調に増え続けていることを
報告。知事からは『米国での取扱いが伸びる努力
をして欲しい』との激励を受けました。
　三つ目は，３月５日を「常陸牛の日」と定め，県
内外に広く常陸牛を知ってもらえるように，常陸
牛販売店，生産者などと連携して販促活動を展開
するので，大井川知事に協力をお願いしました。
　また，第11回全国和牛能力共進会で上位入賞し
た常陸牛指定生産者の佐藤氏からは丹精こめて育
てた常陸牛が贈呈されました。
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大井川知事が常陸牛振興協会名誉会長に就任！

茨城県常陸牛振興協会　事務局長　谷　口　　勇
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　県南肉用牛経営技術研究会主催の第19回県
南肉用牛枝肉共励会が，平成29年11月20日
（月）～23日（木）の4日間，株式会社茨城県中
央食肉公社において開催されましたので，ご紹
介いたします。
　当研究会は，つくば市や石岡市，稲敷市など，
県南地域の肥育牛生産者22名で構成される組
織で，毎年研修会を開催するなどして肥育技術
の研鑽に努めています。共励会は，その成果を
競い合う場として位置づけられており，今年は，
丹精こめて育てられた選りすぐりの和牛22頭
が出品されました。
　結果は，「A－4」が6頭，「A－5」が15頭，「B
－4」が1頭で，「A」の歩留まり等級は95.4%だ
ったものの，「肉質等級」は，すべての出品牛で
「4」以上でした。
　「枝肉総重量」は，608.0kg～411.0kg，平均
で521 .8kgと，昨年の平均よりも，1頭あたり
15kg増という素晴らしい成績となりました。
以上を踏まえ，厳正なる審査が行われた結果，

最優秀賞にはつくば市の酒井克己氏の牛肉が選
ばれました。「枝肉重量」524.5kg，「胸最長筋面
積」72㎠，「筋間脂肪の厚さ」10.2cm，「皮下脂
肪の厚さ」2.3cm，「BMS」No.11で，肉称・体型・
モモ貫けとも大変優れ，「特にバランスの良い
枝肉である」と高い評価を得ました。
　子牛価格や飼料価格の高騰など，近年の肥育
牛生産をとりまく環境は大変厳しい状況が続い
ていますが，本共励会は，会員の牛肉生産技術
や意欲の向上，買参人へのPRなどの効果があ
ったものと思います。
　地域の肉用牛振興を図るため，今回の成果を
励みに，来年も盛大に共励会が行われることを
期待します。

褒賞 出品者 性別 父 格付 単価
（円/kg）

最優秀賞 酒井　克己 去勢 菊福秀 A－5 3,115

優秀賞 宮本　守正 去勢 隆之国 A－5 2,941

優秀賞 酒井　克己 去勢 安福久 A－5 2,938

第19回　県南肉用牛枝肉共励会が開催されました
茨城県県南農林事務所　振興・環境室　農業振興課

第19回県南肉用牛枝肉共励会結果



畜舎排水処理水における硝酸性窒素等の低減について
茨城県畜産センター生産技術研究室

3

１．はじめに
　汚水を浄化し放流する際，硝酸性窒素等(ア
ンモニア性窒素×0.4＋亜硝酸性窒素＋硝酸性
窒素)が，水質汚濁防止法により規制されてお
り，畜産業にとって課題となっています。
２．硝酸性窒素等暫定基準の改正について
　硝酸性窒素等については，畜産業では，一般
排水基準の100mg/Lではなく，暫定排水基準
として700mg/Lに設定されていましたが，環
境省令が改正され，平成31年6月30日までの期
限で600mg/Lに引き下げられました。
　暫定排水基準は，改正の度に厳しくなって
おり，今後も一般排水基準対応に向けた排水処
理が求められています。当研究室では，その対
応に向けて，排水処理水中の窒素を効率的に除
去するための運転方法について検討しましたの
で，その結果を紹介します。
３．試験概要
　試験は，本県畜産センター養豚研究所に80L
規模の曝気槽と沈殿槽からなる試験施設を２セ
ット設置し，養豚研究所から出る固液分離後の
養豚汚水を原水として用いました。（図１）
　運転条件は，滞留期間2.7～2 .9日間，BOD
容積負荷を0.5kg/㎥/日としました。
　試験区（低曝気）の曝気槽の溶存酸素濃度は
0.05～0.2㎎/Lとし，対照区（通常曝気）は，2
～2.5㎎/L，曝気量制御システムで調整し，通
常曝気と低曝気による窒素除去性能の違いにつ
いて調査しました。

４．試験結果
　試験区と対照区から得られた処理水の平均
全窒素除去率はそれぞれ56％と32％であり，
試験区が高い結果を得られました。また，処
理水の無機態窒素平均濃度は，アンモニア態
窒素，亜硝酸態窒素，硝酸態窒素の順で，試
験区が130，60，12mg/L，対照区が133，31，
132mg/Lでした。（表）なお，硝酸性窒素等と
すると，試験区が122mg/L，対照区が216mg/
Lでした。対照区の無機態窒素濃度はアンモニ
ア態窒素と硝酸態窒素が１： １であるのに対
し，試験区の無機態窒素濃度はアンモニアが主
体で，亜硝酸態窒素がアンモニアの約半分含ま
れ，硝酸はあまり含まれない混合状態でした。
５．おわりに
　今回の試験結果では，硝酸性窒素等は低かっ
た試験区でも122mg/Lまでしか下がっておら
ず，水質汚濁防止法に基づく一般排水基準の
100mg/Lを超える結果となりました。
　そこで，今後は，畜産茨城平成27年7月号で
ご紹介した「畜舎汚水の新しい窒素除去技術～
アナモックスによる窒素除去～」を用いて，さ
らなる硝酸性窒素等の低減に努めてまいりま
す。
＜参考＞アナモックス反応
　アナモックス反応は図２のように，アンモニ
ア性窒素（NH4+）と亜硝酸性窒素（NO2－）だけで
脱窒反応が生じます。

表　処理水の無機態窒素平均濃度 （mg/L）

アンモニア態窒素 亜硝酸態窒素 硝酸態窒素

試験区 130 60 12

対照区 133 31 132

NO2－NH4+
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　現在の牛枝肉相場は、全国的に肉牛出荷頭数
が減少していることから堅調な相場で推移して
おりますが、常陸牛のようなブランド牛におい
ても上位，下位の価格差が大きくなってきてお
ります。そして常陸牛の素となる子牛の相場も
高値で継続して推移しているため，常陸牛生産
者にとっては今後の経営に対し不安を抱える厳
しい状況となっております。
　安定した肥育経営を行うためには，常陸牛の
更なるブランドアップや他銘柄との明確な差別
化への取り組みが必要であり，他のブランドに
先駆けて「オレイン酸」等の美味しさに関する

情報の開示や，（茨城生まれ・茨城育ち・茨城
の種雄牛）の生粋の常陸牛には，特選常陸牛等
の特別な常陸牛の刻印を押す等，新たな取り組
みも検討すべきかと考えております。　最後に
なりましたが、消費者の皆様には、安心・安全
で美味しい常陸牛をたくさん食べていただきた
く、よろしくお願い申し上げます。

【入賞者成績】

入賞等級 住　所 出品者名 性別 血統 産地 枝肉重量 枝肉単価 販売金額 格付 BMS
№

ﾛｰｽ芯
面積父 母の父

名 誉 賞 水 戸 市 中村　公徳 去勢 百 合 茂 安福久 栃 木 県 595.0 4 ,010 2,385,950 A-5 12 109
最 優 秀 賞 八千代町 服部　忠男 去勢 夏 秋 花 菊福秀 栃 木 県 561.5 3 ,285 1,844,528 A-5 12 92
優秀賞１席 高 萩 市 鈴木　　繁 去勢 北国関７ 安福久 茨 城 県 545.5 3 ,203 1,747,237 A-5 11 89
優秀賞２席 茨 城 町 橋本畜産㈱ 去勢 美 穂 国 安福久 宮 崎 県 558.5 3 ,271 1,826,854 A-5 11 87
優秀賞３席 筑 西 市 海老沢喜造 去勢 第 2安平 安福久 鹿児島県 588.5 2 ,976 1,751,376 A-5 12 84
優秀賞４席 笠 間 市 安達　政弘 去勢 美津照重 安福久 茨 城 県 520.5 2 ,932 1,526,106 A-5 12 66
優秀賞５席 水 戸 市 中村　幸喜 雌 諒 太 郎 安福久 栃 木 県 605.0 2 ,927 1,770,835 A-5 11 93

優 良 賞

茨 城 町 石崎　　均 去勢 隆 之 国 安福久 鹿児島県 552.5 2 ,954 1,632,085 A-5 11 97
筑 西 市 栗原　幹夫 去勢 忠 勝 美 隆之国 宮 城 県 604.0 2 ,857 1,725,628 A-5 12 76
古 河 市 宇都木孝浩 去勢 第 1花国 安福久 青 森 県 556.5 2 ,936 1,633,884 A-5 11 89
常 総 市 佐藤　治彦 去勢 諒 太 郎 光平照 茨 城 県 502.0 2 ,993 1,502,486 A-5 12 63
鉾 田 市 ㈱茨畜連PF鉾田牧場 去勢 勝 忠 平 安福久 青 森 県 484.0 2 ,992 1,448,128 A-5 11 68
土 浦 市 櫻井　貴博 去勢 北国関７ 安福久 茨 城 県 477.0 3 ,047 1,453,419 A-5 12 84
八千代町 古沢　茂和 去勢 美 国 桜 勝忠平 鹿児島県 632.0 2 ,729 1,724,728 A-5 11 84
日 立 市 ㈲加藤牧場 去勢 美 国 桜 百合茂 鹿児島県 604.0 3 ,023 1,825,892 A-5 11 106

　平成29年12月4日（月）～7日（木）、茨城県中
央食肉公社において「第61回茨城県肉用牛共進
会」が開催されました。農林水産祭参加行事と
して開催されている本共進会は、常陸牛指定生
産者が丹精込めて飼育し最良の肉質と期待して
選抜した出品牛をもって開催されます。年に1
度の県内最大の枝肉共進会であり、今回は常陸
牛の部に112頭が出品されました。
　出品牛の内訳は去勢94頭（平均月齢30 . 0 ｹ
月）・雌18頭（同29.7ｹ月）で、産地は県内産31頭・
県外産81頭（北海道22頭、栃木県16頭、他県
43頭）と、茨城県内産の素牛割合が年々増加し
ております。枝肉全体の格付状況では、「常陸牛」
に該当するAB-4 ,5等級の上物率は95.5%と大
変素晴らしい結果となりました。このうち、去
勢牛94頭についての枝肉測定平均値は、枝肉
重量547.8㎏・ロース芯面積70.2㎠・バラの厚

さ9.1㎝・皮下脂肪の厚さ2.4㎝・BMS№（脂
肪交雑）8.6という成績でした。雌牛18頭につ
いての測定値は、枝肉重量484.6㎏・ロース芯
面積61.8㎠・バラの厚さ8.8㎝・皮下脂肪の厚
さ2.9㎝・ BMS№7.2という成績でした。審査
委員長（県肉用牛研究所、木村所長）からは「枝
肉重量に富み、肉質の良いものが大変多く見受
けられました。一方で、枝肉重量・脂肪交雑・
ロース芯面積等にバラツキがみられました。」
との講評をいただきました。
　厳正な枝肉審査の結果、名誉賞には中村公徳
氏（水戸市）の出品牛が、また最優秀賞や他各
賞には下記生産者の出品牛が選出されました。
名誉賞の枝肉は、枝肉重量は595.0㎏・ロース
芯面積109㎠・ BMS№は最高値の12で、枝肉
単価は4,010円と、希に見る高額な販売単価と
なりました。

第61回茨城県肉用牛共進会
茨城県畜産農業協同組合連合会

名誉賞枝肉



平成29年10月28日（土），小美玉市竹原「茨城
県中央家畜市場」にて，（一社）家畜改良事業団
前橋種雄牛センター石濱賢氏を審査員に招き，
第35回茨城県ブラックアンドホワイトショウ
を開催いたしました。

　出品頭数42頭の中から，最高位賞には佐藤
晃氏（常陸太田市）の出品牛が選ばれました。
　また，第5部にジュニアショウを開催し，和
やかな雰囲気の中，7頭の出品がありました。

第35回茨城県ブラックアンドホワイトショウの開催報告について
茨城県酪農業協同組合連合会

【最高位賞】  佐藤　晃 氏　出品牛
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　近年，抗菌剤（抗生物質及び合成抗菌剤）

が効かない薬剤耐性菌感染症が世界的に

増加し深刻な事態となっています。一

方，新たな抗菌剤の開発は減少の一途を

たどっており，このまま何らかの対策を

講じなければ，抗菌剤が効かない薬剤耐

性菌が原因の感染症による死亡者が2050

年までに1,000万人に及ぶと推計され，

WHO（世界保健機関）は感染症の治療が

困難であった時代に逆戻りすると警鐘を

鳴らしています。

　畜産分野において，抗菌剤は動物用医

薬品や飼料添加物として使用されており，

家畜の健康を守り安全な畜産物を安定生

産するための必要不可欠な資材です。し

かし，抗菌剤の不適切な使用により薬剤

耐性が増えれば，家畜の治療が困難にな

るだけでなく，食品などを介して薬剤耐

性菌が人に伝播した場合、人の治療のた

めに使用される抗菌剤が十分に効かない

可能性もあります。

　このような中，農林水産省は昨年4月

に策定した「薬剤耐性（ AMR）対策アク

ションプラン2016～2020」に基づき，

薬剤耐性対策を推進しています。

　畜産分野では，これまでも薬剤耐性菌

抗 菌 剤 を 慎 重 に 　 使 用 し ま し ょ う
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抗 菌 剤 を 慎 重 に 　 使 用 し ま し ょ う
茨城県鹿行家畜保健衛生所

の出現状況を把握するための動向調査・

監視を実施しながら，抗菌剤の慎重使用

に取り組んできましたが，本アクション

プランでは，2020年までに大腸菌のテ

トラサイクリン耐性率を現在の45％から

33％以下に低下させるなど，数値による

成果指標についても記載されており，動

物に対して取り組みのさらなる徹底・強

化が求められています。

　生産者や獣医師をはじめとする畜産関

係者には薬剤耐性問題を理解したうえで，

「抗菌剤の慎重使用」を徹底することが求

められており，具体的には「飼養衛生管

理の徹底やワクチンの使用により感染症

を減らすことで，抗菌剤の使用機会を減

らすこと」と，「抗菌剤の使用を真に必要

な場合に限定すること」が対策の基本と

なります。

　国産畜産物の安全性及び消費者からの

信頼の確保，家畜に対する抗菌剤の有効

性維持のためには，畜産関係者が一体と

なり，より徹底した周知，普及・啓発に

取り組むことが必要です。

　みなさまのご理解，ご協力をよろしく

お願いいたします。
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　家畜排せつ物の適正な管理とその有効利用に

努め，良質な堆肥の生産と利用を実践している

畜産農家を顕彰するため，（公社）茨城県畜産協

会・茨城県堆肥利用促進協議会主催による第17

回茨城県堆肥コンクールを開催し，平成29年

12月21日，茨城県農業総合センターにおいて

表彰式を行いました。

　このコンクールは，平成13年度の第１回か

ら数えて，今回で17回目を迎え，協議会会員

の皆様へも毎年行われるイベントとして，浸透

してきたことと思います。

　今年度は，大家畜部門（乳用牛・肉用牛）で

の開催，乳用牛10点，肉用牛９点，乳用牛と

肉用牛の混合１点，乳用牛と豚の混合１点の計

21点の出品がありました。審査項目は，官能評

価，成分評価，現地調査の３項目を設け，それ

ぞれの項目ごとの判定基準に従い審査し，更に

現地調査で確認した堆肥化施設の設置状況や環

境への配慮，堆肥生産，流通状況などを加味し

て総合的に判断し，最優秀賞１点，優秀賞１点，

優良賞３点を選定しました。

　審査委員長である永田茨城県畜産センター長

から審査報告があり，出品された堆肥全体の評

価として，官能評価においては，副資材の量や

堆積期間の違いによる差はありましたが，各項

目とも概ね良好な評価であることから，全体的

に良質な堆肥と評価されたこと。成分評価につ

いては，水分含量の平均が48.8％と良好な値で

したが，若干水分の高いものや逆に低いものも

散見され，また， 肥料成分は，現物中の平均値

が窒素1.1％，リン酸1.5％，カリ2.1％，土づ

くりの指標とされる炭素窒素比の平均は17.5と

なり，土づくりと同時に肥料的効果も見込める

堆肥が多く見られたこと。さらに，発芽率につ

いても良好な数値であったことが報告されまし

た。

　入賞者の受賞理由においては，最優秀賞の農

事組合法人華川牧場の堆肥は，開放型ロータリ

ー式撹拌機と堆肥舎を使って５ヶ月間堆積して

製造され，完成堆肥は適度な水分を含み，肥料

成分においても窒素0.9％，リン酸1.4％，カ

リ1.5％とバランスがとれた堆肥であり，官能

評価も良いことから総合的に最も高く評価され

たこと。優秀賞の常陸農業協同組合山方畜産セ

ンターの堆肥についても，開放型ロータリー式

攪拌機と堆肥舎を使い１年間堆積して製造さ

れ，官能評価では臭気が少なく，サラサラとし

た形状で扱いやすい堆肥という点が高く評価さ

れての授賞となりました。

　なお，特別賞として農事組合法人華川牧場に

茨城県知事賞，常陸農業協同組合山方畜産セン

ターには茨城県農林水産部長賞が授与されまし

た。

　表彰式のあとの土づくりセミナーでは，今回

最優秀賞を受賞した農事組合法人華川牧場の小

野眞人氏による「良質堆肥の生産について」の

事例紹介と茨城県農業総合センター農業研究所

環境・土壌研究室吉尾卓宏主任研究員から「有

機物の連用が水稲の収量や水田の土壌成分に与

える影響」についての試験研究に関する情報提

供があり，そのあと，一般財団法人畜産環境整

備機構　畜産環境技術研究所　研究統括監　道

宗直昭氏から「牛ふん堆肥を使った耕畜連携」

についての講演がありました。

第17回茨城県堆肥コンクール表彰式及び
土づくりセミナー開催される

（公社）茨城県畜産協会
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最優秀賞
・有限会社　石川養鶏（小美玉市：養鶏）
・有限会社　石上ファーム（鉾田市：養豚）

優秀賞
・有限会社　ホウトク農場（小美玉市：養鶏）

特別賞
・茨城県知事賞　有限会社 石川養鶏
・茨城県農林水産部長賞
　　　　　　　　　有限会社 石上ファーム

入 賞 者

最優秀賞
・有限会社　石川養鶏（小美玉市：養鶏）
・有限会社　石上ファーム（鉾田市：養豚）

優秀賞
・有限会社　ホウトク農場（小美玉市：養鶏）

特別賞
・茨城県知事賞　有限会社 石川養鶏
・茨城県農林水産部長賞
　　　　　　　　　有限会社 石上ファーム

入 賞 者
最優秀賞

・有限会社　石川養鶏（小美玉市：養鶏）
・有限会社　石上ファーム（鉾田市：養豚）

優秀賞
・有限会社　ホウトク農場（小美玉市：養鶏）

特別賞
・茨城県知事賞　有限会社 石川養鶏
・茨城県農林水産部長賞
　　　　　　　　　有限会社 石上ファーム

入 賞 者

地 方 競 馬 場 外 発 売 日 程 「オフトひたちなか」ＴＥＬ：029-265-5800
※発売日程は，変更になることがあります。

日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜　日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

オフトひたちなか 川　崎 大　井 船　橋 浦　和 大　井

2018年２月

2018年３月

日 1 2 3 ４ 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
曜　日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

オフトひたちなか 川　崎 船　橋 浦　和 大　井 川　崎

　　　　　　　　　　　　〇フジノウェーブ記念　　　〇ダイオライト記念　　　　 〇桜花賞　　　　　　　　　 〇京浜盃

 　　　  〇報知グランプリカップ　　 〇ユングフラウ賞　　　　　　  〇金盃　　　　　　　　　　　　　　　〇エンプレス杯

入　賞　者

最優秀賞
・有限会社　石川養鶏（小美玉市：養鶏）
・有限会社　石上ファーム（鉾田市：養豚）

優秀賞
・有限会社　ホウトク農場（小美玉市：養鶏）

特別賞
・茨城県知事賞　有限会社 石川養鶏
・茨城県農林水産部長賞
　　　　　　　　　有限会社 石上ファーム

入 賞 者

最優秀賞

　　　・農事組合法人　華川牧場（北茨城市：肉用牛）

優秀賞

　　・常陸農業協同組合山方畜産センター（常陸大宮市：肉用牛＋乳用牛）

優良賞

　　　・レインボーファーム雨谷牧場（茨城町：乳用牛）
　　　・大木流作堆肥生産組合（守谷市：乳用牛）
　　　・山口　康彦（乳用牛：水戸市）

特別賞

　　　・茨城県知事賞　農事組合法人　華川牧場
　　　・茨城県農林水産部長賞　常陸農業協同組合山方畜産センター

土づくりセミナー

農事組合法人　華川牧場

常陸農業協同組合山方畜産センター
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開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）平均体重（kg）
kg当たり
単価（円）

14

和牛

♀
♂
去
計

56
0
58
114

816,480

1,081,080
1,081,080

331,560

533,520
331,560

641,636

809,739
727,162

281

317
300

2,282

2,551
2,427

経産 6 582,120 142,560 344,700 － －

F1
♀
去
計

6
24
30

373,680
403,920
403,920

289,440
346,680
289,440

344,520
386,100
377,784

332
307
312

1,039
1,259
1,212

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）平均体重（kg）
kg当たり
単価（円）

16 和牛

♀
♂
去
計

41
0
32
73

1,419,120

973,080
1,419,120

389,880

501,120
389,880

734,558

790,290
758,988

279

304
290

2,632

2,591
2,613

開催日 豚枝肉；日曜，祭日を除く毎日　　牛枝肉；毎週月曜日，木曜日

項目
畜種

上場頭数 卸売価格（枝肉1kg当たり単価・円） 屠畜頭数
頭数 平均重量（kg） 極上 上 中 並 外 平均 豚 牛

豚 14,470.5 78 .6 602 575 558 521 454 543 28,779 987.5
牛 頭数 平均重量（kg） 5 4 3 2 1 平均単価（円）

和
牛

A 356
394 484.3

2 ,826 2,426 1,816 1,387 －
2,506B 33 2,425 2,121 1,383 1,005 440

C 5 － － － 403 404

乳
牛

A －
158 322.3

－ － － － －
475B 8 － － 876 594 501

C 150 － － － 548 398

交
雑
牛

A 9
155 492.0

－ 1,748 1,521 874 －
1,406B 120 － 1,705 1,479 1,088 －

C 26 － 1,760 1,257 878 496

全農茨城県本部　子豚市場 全農茨城県本部　家畜市場

大子町畜産農業協同組合　大子家畜市場

茨城県家畜商業協同組合　茨城県中央家畜市場

全農茨城県本部　子豚市場

㈱茨城県中央食肉公社

子豚市場 牛市場

種豚オークション

食肉地方卸売市場

開催日 区分 頭　数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重（kg）

1 一般子豚
ベビー豚

12
302

16,524
19,332

16,524
13,068

16,524
16,106

50
35

15 一般子豚
ベビー豚

23
248

15,120
15,768

11,448
10,692

13,364
13,611

50
35

29 一般子豚
ベビー豚

20
299

16,740
17,496

15,768
13,176

16,254
16,270

50
35

開催日 5，9，15，19，25，29
畜種 年齢 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）

乳牛

スモール
♀
♂
去
計

6
128
1
135

272,160
154,440
75,600
272,160

2,160
1,080
75,600
1,080

110,160
102,617
75,600
102,752

子牛
♀
♂
去
計

1
0
1
2

334,800

168,480
334,800

334,800

168,480
168,480

334,800

168,480
251,640

F1

スモール
♀
♂
去
計

63
94
0
157

252,720
336,960

336,960

16,200
136,080

16,200

174,566
267,507

230,212

子牛
♀
♂
去
計

2
0
13
15

399,600

480,600
480,600

399,600

432,000
399,600

399,600

476,862
466,560

３歳
以上

♀ 2 239,760 172,800 206,250
去 0
計 2 239,760 172,800 206,250

黒毛
和種

子牛
♀
♂
去
計

5
7
1
13

459,000
683,640
541,080
683,640

400,680
454,680
541,080
400,680

422,496
553,269
541,080
502,034

３歳
以上

♀
去
計

4
0
4

356,400

356,400

194,400

194,400

290,520

290,520

平成29年11月市況

開催日 区分
Ｌ W D LW WL

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀

10

入場頭数
成立頭数
最高（円）
最低（円）
平均（円）

9
9

75,600
59,400
68,760

0 0 2
2

70,200
58,320
64,260

0 9
6

150,120
76,680
101,520

15
15

85,320
60,480
77,688

0

秋の叙勲に輝く受章者

区　　分 黒毛和種 褐毛和種
その他の
肉専用種

保 証 基 準 価 格 339,000 309,000 221,000

平 均 売 買 価 格 773,400 687,100 238,200

発 動 基 準 460,000 420,000 300,000

支 援 交 付 金 単 価 － － 46,300

区　　分 黒毛和種 褐毛和種
その他の
肉専用種

乳用種 交雑種

保 証 基 準 価 格 339,000 309,000 221,000 136,000 210,000

合 理 化 目 標 価 格 282,000 259,000 150,000 93,000 152,000

平 均 売 買 価 格 773,400 687,100 238,200 252,100 390,000

補 給 金 単 価 － － － － －

肉用子牛生産者補給金・肉用牛繁殖経営支援事業発動状況
平成29年度第３四半期（平成29年10～12月）

○肉用子牛生産者補給金制度 （単位：円／頭） ○肉用牛繁殖経営支援事業 （単位：円／頭）
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開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）平均体重（kg）
kg当たり
単価（円）

14

和牛

♀
♂
去
計

47
0
82
129

1,037,880

1,073,520
1,073,520

435,240

668,520
435,240

742,603

871,547
824,567

280

313
301

2,653

2,780
2,737

経産 11 677,160 91,800 266,171 － －

F1
♀
去
計

13
22
35

426,600
465,480
465,480

375,840
388,800
375,840

404,003
415,898
411,480

320
302
309

1,263
1,378
1,334

開催日 5，9，15，19，25，29
畜種 年齢 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）

乳牛 スモール
♀
♂
去
計

6
161
2
169

249,480
172,800
77,760
249,480

43,200
3,240
71,280
3,240

174,240
117,807
74,520
119,298

F1

スモール
♀
♂
去
計

59
76
0
135

237,600
344,520

344,520

10,800
169,560

10,800

182,264
272,245

232,920

子牛
♀
♂
去
計

3
0
14
17

268,920

454,680
454,680

232,200

453,600
232,200

253,440

453,754
418,405

黒毛
和種

スモール
♀
♂
去
計

1
0
0
1

382,320

382,320

382,320

382,320

382,320

382,320

子牛
♀
♂
去
計

1
6
0
7

454,680
572,400

572,400

454,680
385,560

385,560

454,680
464,400

463,011

３歳
以上

♀
去
計

1
0
1

704,160

704,160

704,160

704,160

704,160

704,160

開催日 豚枝肉；日曜，祭日を除く毎日　　牛枝肉；毎週月曜日，木曜日

項目
畜種

上場頭数 卸売価格（枝肉1kg当たり単価・円）屠畜頭数
頭数 平均重量（kg） 極上 上 中 並 外 平均 豚 牛

豚 14,514.0 78 .0 580 567 550 506 418 531 27,383 999.5
牛 頭数 平均重量（kg） 5 4 3 2 1 平均単価（円）

和
牛

A 323
355 502.1

2 ,941 2,613 2,349 1,390 378
2,670B 26 2,698 2,383 1,390 908 401

C 6 － － － 464 341

乳
牛

A －
112 310.6

－ － － － －
351B 3 － － － 422 －

C 109 － － － 424 283

交
雑
牛

A 15
142 499.5

2 ,069 2,044 1,493 972 －
1,427B 103 － 1,831 1,500 1,176 254

C 24 － 1,605 1,310 782 －

全農茨城県本部　子豚市場 全農茨城県本部　家畜市場

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）平均体重（kg）
kg当たり
単価（円）

和
牛

♀
♂
去
計

開催なし

大子町畜産農業協同組合　大子家畜市場 

茨城県家畜商業協同組合　茨城県中央家畜市場

全農茨城県本部　子豚市場

㈱茨城県中央食肉公社

子豚市場 牛市場

食肉地方卸売市場

開催日 区分 頭　数 最高（円）最低（円）平均（円） 平均体重（kg）

13 一般子豚
ベビー豚

19
265

23,760
20,304

23,004
14,364

23,323
18,222

50
35

27 一般子豚
ベビー豚

20
283

26,784
25,056

26,244
19,980

26,487
23,557

50
35

平成29年12月市況

開催日 区分
Ｌ W D LW WL

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀
入場頭数
成立頭数
最高（円）
最低（円）
平均（円）

開催なし

種豚オークション

新マルキン発動状況
期 支払方式 肉専用種 交雑種 乳用種

平成29年11月 概 算 払 単 価 － 56,000 19,500
平成29年10月 概 算 払 単 価 － 68,700 31,300
平成29年９月 確 定 単 価 － 73,500 39,200

平成29年８月
確 定 単 価 － 81,000 45,900
概 算 払 単 価 － 77,200 42,100

平成29年７月
確 定 単 価 － 64,400 39,900
概 算 払 単 価 － 60,700 36,100

（注）
　平成26年４月期の補塡金交付から，四半期の最終月以外については，補塡金を概算払いし，各四半期の最終月に確定単
価で精算払いをすることになりました。（配合飼料価格安定制度の見直しによる生産費用算出の関係によるもの。）
　また，平成26年４月から消費税抜きで算定されています。
○茨城県において補塡金交付額に見合う財源を確保できない場合，補塡金単価を減額することがあります。
◎算定基礎の詳しい情報は，（独）農畜産業振興機構HP（http://www.alic.go.jp）をご覧ください。
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茨城県銘柄鶏

奥久慈

奥久慈しゃも生産組合
〒319-3523　茨城県久慈郡大子町袋田3723
　　  　　　T E L ／0295－７２－４２５０
　　  　　　F A X ／0295－７２－２９４４

公益社団法人 茨城県畜産協会
　TEL／029（231）7501　FAX／029（222）2032
○当協会に対する意見・要望
　　　　　Eメール info@ibaraki.lin.gr.jp
○本紙への掲載「催事・各種情報」
　　　　　Eメール chikusan@ibachiku.com
○ホームページ
　　　　　http://ibaraki.lin.gr.jp

　日頃よりローズポークをご愛顧くださいまして，誠にありがとうございます。そん
な皆様に感謝の気持ちを込めて，「 2018ローズポークおいしさまるごとキャンペーン」
を実施します。
　期間中，ご応募いただいた方に抽選
で素敵な賞品が当たります。
応募期間：平成 30年２月１日（木）
　　　　　　　　　　～ 21日（水）
　　　　　　　　　※２月21日消印有効

　応募はがきにローズポークシール　　　　

を２枚貼りつけ，ローズポークお買い上げ店

を明記の上ご応募ください。詳しくは，『茨

城県銘柄豚振興会』で検索！！

　たくさんのご応募お待ちしております。

　

　当振興会は消費者の皆様に広く「ローズポ

ーク」を理解していただくために普及推進活

動を展開し，キャンペーンや消費者交流会

を通して販路拡大に努めております。今後

も引き続きご支援・ご愛顧をよろしくお願

いいたします。

茨城県銘柄豚振興会

2018

いばらきの高品質豚肉

茨城県銘柄豚振興会
事務局
〒311-3155　東茨城郡茨城町下土師1950
全国農業協同組合連合会　茨城県本部内
TEL ／0 2 9－ 2 9 2－ 8 0 0 4
FAX／0 2 9－ 2 9 2－ 7 7 4 3


